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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】関節リウマチ（RA）患者における動脈硬化は進行しており、RAによる炎症と骨吸収亢進がその重要な
関与因子である。RA患者の動脈壁の硬化度と傍関節性骨量喪失との関連を検討した。 
【対象】高血圧、高脂血症など動脈硬化に影響を及ぼす疾患を有さない閉経後の47例の女性RA患者と54人の健
常者につき検討した。 
【方法】動脈壁硬化度をPulse Wave Velocity（PWV）で評価した。RAの傍関節性骨粗鬆症の指標として橈骨超
遠位端骨密度を海綿骨部と皮質骨部とに分けperipheral quantitative computed tomography法で測定した。 
【結果と考察】RA患者でのfemoral-ankle（fa）PWV値とbrachial-ankle（ba）PWV値は1124（range:880-1429）
cm/sec、1539（946-2501）cm/secを示し、健常者の982（739-1442）cm/sec、1322（1031-2212）cm/sec に比し
有意に上昇していた。RA患者群と健常群において血圧、年齢、喫煙の有無で補正して行った多変量解析では、
RA罹患が独立した動脈壁硬化度増加の関連因子であった。RA患者群では、健常群に比べて橈骨超遠位端の海綿
骨部骨密度の有意な低下を認めた。さらに、RA患者群において橈骨超遠位端の海綿骨部骨密度はfaPWV値、baPWV
値と有意な負の相関関係を認めた。多変量解析で橈骨超遠位端海綿骨骨密度はRA患者の動脈壁硬化度と独立し
た有意な関連性を示した。RA罹患が、動脈壁硬化度に対して独立した関連因子であり、RAでの動脈壁硬化に対
して橈骨超遠位端海綿骨骨喪失が独立した関連因子であることが認められた。 
【結論】閉経後女性RA患者では手関節近傍の骨喪失が末梢の動脈壁硬化度増加に関連していることが示された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
関節リウマチ（RA）患者における動脈硬化は進行していることが知られており、RAによる炎症と骨吸収亢進
がその重要な関与因子であることが示されてきた。今回は、RA患者の動脈壁の硬化度と傍関節性骨量喪失との
関連を検討した。 
高血圧、高脂血症など、動脈硬化に影響を及ぼす疾患を有さない閉経後の47例の女性RA患者と54人の健常者
を研究対象とした。動脈壁硬化度は、Pulse Wave Velocity（PWV）で評価した。RAの傍関節性骨粗鬆症の指標
として、橈骨超遠位端骨密度を海綿骨部と皮質骨部とに分け、peripheral quantitative computed tomography
法で測定した。 
RA患者でのfemoral-ankle（fa）PWV値とbrachial-ankle（ba）PWV値は1124（range:880-1429）cm/sec、1539
（946-2501）cm/secを示し、健常者の982（739-1442）cm/sec、1322（1031-2212）cm/sec に比し有意な高値を
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示した。RA患者群と健常群において血圧、年齢、喫煙の有無で補正して行った多変量解析においては、RA罹患
が独立した動脈壁硬化度増加の関連因子であった。RA患者群では、健常群に比べて橈骨超遠位端の海綿骨部骨
密度の有意な減少を認めた。さらに、RA患者群において橈骨超遠位端の海綿骨部骨密度はfaPWV値、baPWV値と
有意な負の相関関係を認めた。多変量解析で橈骨超遠位端海綿骨骨密度はRA患者の動脈壁硬化度と独立した有
意な関連性を示した。 
RA罹患が、動脈壁硬化度に対して独立した寄与因子であり、RAでの動脈壁硬化に対して橈骨超遠位端海綿骨
骨喪失が独立した寄与因子であることが確認できた。以上より、閉経後女性RA患者においては手関節近傍の骨
喪失が末梢の動脈壁硬化度増加に関連していることが示された。 
以上の研究は、関節リウマチ診療における合併症治療に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
